


















研究目的 

グルコース－6－リン酸脱水素酵素(G6PD)異常症は,1956 年 Carson らによって発見された

伴性遺伝性疾患で,赤血球酵素異常と溶血の関係が解明された最初の赤血球酵素異常症で

ある。本症発見以来,溶血性貧血を生じる遺伝性の赤血球酵素異常症は,全部で 16種知られ

るにいたったが,G6PD 異常症の頻度は世界で最も高く,熱帯亜熱帯地域でその頻度は高い

とされている。われわれの従来行ったわが国の頻度調査では 0.1%程度と低頻度であったが,

これは一部の地域で行った結果にすぎない。 

今回,われわれは,濾紙に吸着した血液を用いて,新生児のマススクリーニングにも行いう

ることが可能なホルマザンリング法を,G6PD 異常症のスクリーニング法として開発し,こ

れを用いて日本各地で頻度調査を行ったので報告するとともに,原因不明の溶血性貧血の

検索で発見した G6PD 異常症についても報告する。 


